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特別支援学校について

1

特別支援学校とは

障害の種類

知的障害 肢体不自由 病弱（身体虚弱含む）

障害のある子どもに幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を
施すとともに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため
に必要な知識技能を授けること目的とする学校

視覚障害 聴覚障害

学部

幼稚部（盲学校・聾学校・特別支援学校（１校））

小学部 中学部 高等部（普通科）

専攻科（盲学校・聾学校）

高等部〔普通科職業コース〕・〔専門学科〕
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県立特別支援学校の児童生徒数について
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柏特別支援学校及びつくし特別支援学校の
児童生徒数について
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県立柏特別支援学校の過密状況への対応

4

県立柏特別支援学校（本校）の在籍児童生徒数推移

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

229 219 218 215 219 235 240 201 226 258 292

特別教室の転用・兼用等をして対応児童生徒数の増加による教室不足

自立活動室とプレイルームを兼用

（プレイルームを教室に転用）

調理室と相談室を兼用

（相談室を教室に転用）

4



県立つくし特別支援学校の過密状況への対応
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県立つくし特別支援学校の在籍児童生徒数推移

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

235 250 236 223 233 231 242 249 271 295 319 

特別教室を教室に転用等をして対応児童生徒数の増加による教室不足

リソースルームを教室に
転用

美術準備室を図書室に転用
（図書室を教室に転用）
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中学校 → ３クラス 必要

特支 中学部 → １６～３１クラス 必要

小学部 中学部 高等部

普通学級 ６人 ６人 ８人

重複学級 ３人 ３人 ３人

特別支援学校の学級について

直近３年間で９１人増加
（柏特支２０１人→２９２人）
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対象校 県立柏特別支援学校

県立つくし特別支援学校

活用施設 流山市立南流山中学校施設の一部

（１号館及び２号館）

所在地 流山市大字鰭ケ崎１６６２番地の１

（仮称）千葉県立流山地区特別支援学校の設置について
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（仮称）千葉県立流山地区特別支援学校の設置について

障害種別 知的障害

対象学部 小学部・中学部・高等部（普通科）

学校規模 児童生徒数１８０人規模
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柏特支

つくし特支

（仮称）流山地区特支

（仮称）流山地区特別支援学校の設置について
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（仮称）千葉県立流山地区特別支援学校の設置について
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南流山中学校に開校するメリット

【児童生徒】

１ 特別支援学校を設置する必要性・メリット

・障害のある児童生徒の就学の選択肢が広がる

・障害のある児童生徒の指導・支援の充実

・特別支援学校への通学時間の短縮

２ 南流山中学校へのメリット

・中学校の生徒と特別支援学校の児童生徒の交流

・中学校の生徒の障害のある児童生徒への理解が深まる

（仮称）千葉県立流山地区特別支援学校の設置について
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【教職員】

・特別支援学校のセンター的機能により、中学校及び

近隣校の教員の特別支援教育に関する専門性向上や

指導力向上

【地域】

・地域と特別支援学校の交流

・障害者への理解の深まり

・共生社会の実現

（仮称）千葉県立流山地区特別支援学校の設置について
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（仮称）千葉県立流山地区特別支援学校の設置について

令和７年度 令和８年度～
令和９年度

令和１０年度～
令和１３年度

令和１４年度

入札・契約
（設計業務）

設計業務 改修工事等・開校準備 開校予定

今後のスケジュール（予定）

13

13



⇒ ⇒ ⇒
•⇒

14

14


